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(57) Abstract: A lens barrel (20), in

[図15] which a second rectilinear frame (120)
has a rectilinear cam follower (AB2) en

gaged in a rectilinear groove (a2) via a
cam groove (b2) o f a first rotating frame

(210) o n an outer peripheral surface
(120T). A third rectilinear frame (130)

has a penetration projection (AD) en
gaged i n the rectilinear groove (a2) via a

penetration groove (d) on an outer peri
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(57) 要約： レンズ鏡筒 （2 0 )
に お い て 、 第 2 直 進 枠 （1 2
0 ) は、外周面 （1 2 0 T ) に
おいて第 1 回転枠 （2 1 0 ) の
カム溝 （b 2 ) を介 して直進溝
( a 2 ) と係合 され る直進 カム

フォ ロア （A B 2 ) を有す る。
第 3 直進枠 （1 3 0 ) は、外周
面 （1 3 0 T ) において貫通溝
( d ) を介 して直進溝 （a 2 )

と係合 され る貫通突起 （A D )
を有する。
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明 細 書

発明の名称 ：レンズ鏡筒

技術分野

[0001 ] ここに開示される技術は、光学系を備えるレンズ鏡筒に関する。

背景技術

[0002] 従来、固定枠の内側において第 1 回転枠、第 1 直進枠、第 2 直進枠および

第 2 回転枠が外側から順次配置されたレンズ鏡筒が知られている （例えば、

特許文献 1参照）。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開 2 0 1 - 4 8 3 4 6 号公報

発明の概要

[0004] (発明が解決 しょうとする課題）

しかしながら、特許文献 1 に記載のレンズ鏡筒では、第 1 直進枠の外側に

第 1 回転枠が配置されているので、固定枠に対する第 1 回転枠の係合位置を

、固定枠に対する第 1 直進枠の係合位置より前方に設ける必要がある。この

場合、第 1 回転枠と直進枠が固定枠に対 して最も前側に繰り出した状態で、

固定枠と第 1 回転枠の係合部の強度を上げるには、固定枠の前端部を係合部

よりも前側に設ける必要がある。

従って、固定枠のサイズを大きくする必要があるので、レンズ鏡筒をコン

パク卜化するにも限界がある。

ここに開示される技術は、上述のような状況に鑑みてなされたものであり

、落下等の外力に強く、コンパクト化可能なレンズ鏡筒を提供することを目

的とする。

[0005] (課題を解決するための手段）

ここに開示されるレンズ鏡筒は、円筒状の固定枠と、円筒状の第 1 直進枠

と、円筒状の第 1 回転枠と、円筒状の第 2 直進枠と、第 2 回転枠と、第 3 直



進枠と、を備える。固定枠は、内周面に第 1直進溝と第 1 カム溝とを有する

。第 1直進枠は、固定枠の径方向内側に配置され、かつ、外周面に第 1直進

溝に係合される第 1直進突起と内周面に第 2 直進溝とを有する。第 1回転枠

は、第 1直進枠の径方向内側に配置され、かつ、外周面に第 1 カム溝に係合

される第 1 カムフ才ロアと内周面から外周面にそれぞれ貫通した第 2 カム溝

および貫通溝と内周面に第3 直進溝とを有する。第 2 直進枠は、回転枠の径

方向内側に配置される。第 2 回転枠は、第 2 直進枠の径方向内側で第 2 直進

枠と第 1バョネット機構により係合され、かつ、外周面に第3 直進溝と係合

される第 2 直進突起を有する。第3 直進枠は、第 2 回転枠の径方向内側で第

2 回転枠と第 2 バヨネッ卜機構により係合される。第 2 直進枠または第3 直

進枠の一方は、外周面に第 2 力厶溝を介して第 2 直進溝と係合される直進力

厶フォロアを有する。第 2 直進枠または第3 直進枠の他方は、外周面に貫通

溝を介して第 2 直進溝と係合される第3 直進突起を有する。

[0006] (発明の効果）

ここに開示される技術によれば、落下等の外力に強く、コンパクト化可能

なレンズ鏡筒を提供することができる。

図面の簡単な説明
[0007] [ 図1]デジタルカメラの斜視図

[図2] レンズ鏡筒の斜視図

[図3] レンズ鏡筒の分解斜視図

[図4]固定枠の斜視図

[図5]第 1直進枠の斜視図

[図6]第 1回転枠の斜視図

[図7]第 2 直進枠の斜視図

[図8]第 2 回転枠の斜視図

[図9]第3 直進枠の斜視図

[図10]第 1 レンズ群枠の斜視図

[図11]第 2 レンズ群枠の斜視図



[ 図 12] シャッター枠の斜視図

[ 図 13] レンズ鏡筒の模式断面図 （沈胴状態）

[ 図 14] レンズ鏡筒の模式断面図 （ワイ ド状態）

[ 図 15] レンズ鏡筒の模式断面図 （テ レ状態）

[ 図 16] 図 1 5 の領域 R の拡大図

[ 図 17] 遮光部材の拡大断面図

発明を実施するための形態

[0008] 次 に、図面を用いて、本発明の実施形態について説明する。以下の図面の

記載 において、同一又は類似の部分には、同一又は類似の符号を付 している

。ただ し、図面は模式的なものであ り、各寸法の比率等は現実のものとは異

なっている場合がある。従 って、具体的な寸法等は以下の説明を参酌 して判

断すべ きである。 また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異

なる部分が含 まれていることは勿論である。

[0009] なお、以下の実施形態では、撮像装置 と してデジタルカメラを例 に挙げて

説明する。以下の説明では、横撮 り姿勢のデジタルカメラを基準 と して、被

写体側 を 「前」、被写体の反対側 を 「後」、鉛直上側 を 「上」、鉛直下側 を

「下」、被写体に向かって右側 を 「右」、被写体に向かって左側 を 「左」 と

表現する。横撮 り姿勢 とは、デジタルカメラの姿勢の一種であ り、横撮 り姿

勢で撮影する場合、横長矩形画像の長辺方向は画像内における水平方向に略

—致する。

[001 0] 〈 デジタルカメラ 1 の構成 〉

デジタルカメラ 1 の構成 について、図面を参照 しなが ら説明する。図 1 は

、デジタルカメラ 1 の斜視図である。図 2 は、 レンズ鏡筒 2 0 の斜視図であ

る。

デジタルカメラ 1 は、図 1 に示すように、筐体 1 0 と、 レンズ鏡筒 2 0 と

、 を備える。

筐体 1 0 は、前板 1 1 と、後板 1 2 と、側板 1 3 と、 によって構成 される

。前板 1 1 には、開口 1 O S が形成 されている。



[001 1] レンズ鏡筒 2 0 は、 3 段 沈胴 式のズーム機構 を備 える。 レンズ鏡筒 2 0 は

、非撮影 時 には筐体 1 0 に収容 されてお り、撮影 時 には開 口 1 O S か ら前方

に繰 り出され る。具体 的 に、 レンズ鏡筒 2 0 は、 図 2 に示 す よ うに、 第 1 移

動鏡筒部 2 1 と、 第 2 移動鏡筒部 2 2 と、 第 3 移動鏡筒部 2 3 と、 固定鏡筒

部 2 4 と、 を有 している。

第 1 移動鏡筒部 2 1 は、 固定鏡筒部 2 4 に対 して繰 り出 し可能 であ る。 第

2 移動鏡筒部 2 2 は、 第 1 移動鏡筒部 2 1 に対 して繰 り出 し可能 であ る。 第

3 移動鏡筒部 2 3 は、 第 2 移動鏡筒部 2 2 に対 して繰 り出 し可能 であ る。 固

定鏡筒部 2 4 は、筐体 1 0 内 に固定 され る。 レンズ鏡筒 2 0 が繰 り出され る

場合、 第 1 乃至第 3 移動鏡筒部 2 ~ 2 3 の うち第 3 移動鏡筒部 2 3 が最 も

目IJ 方 に1乂 置 する。

[001 2] 〈 レ ン ズ鏡筒 2 0 の 詳細構成 〉

次 に、 レンズ鏡筒 2 0 の詳細構成 について、 図面 を参照 しなが ら説 明す る

。 図 3 は、 レンズ鏡筒 2 0 の分解斜視 図であ る。

レンズ鏡筒 2 0 の第 1 乃至第 3 移動鏡筒部 2 1 ~ 2 3 は、光学 系の光軸 A

X に沿 って固定鏡筒部 2 4 か ら繰 り出され る。光学 系 には、 第 1 乃至第 4 レ

ンズ群 L 1 ~ L 4 が含 まれ る。 なお、以下の説 明では、光軸 A X に平行 な方 向

を 「光軸方 向」、光軸方 向 に垂 直な方 向 を 「径方 向」、光軸 A X を中心 とす

る円に沿 った方 向 を 「周方 向」 と称 す る。光軸 A X は、 レンズ鏡筒 2 0 を構

成 す る各枠 の軸心 と略一致 す る。

なお、本実施形態 において、 「直進」 とは、周方 向 に回転 す る ことな く光

軸方 向 に移動 す る ことを意味す る。 「移動」 は、周方 向 に回転 しなが ら光軸

方 向 に移動 す る ことも含 む概 念 であ る。

[001 3] . 第 1 移 動鏡筒部 2

第 1 移 動鏡筒部 2 1 は、 第 1 直進枠 1 1 0 、 第 1 回転枠 2 0 及び第 1 化

粧枠 3 0 を有 す る。 第 1 直進枠 1 1 0 は、後述 す る固定枠 1 0 0 の径方 向

内側 に配置 され る円筒状 の樹脂部材 であ る。 第 1 回転枠 2 1 0 は、 第 1 直進

枠 1 1 0 の径方 向内側 に配置 され る円筒状 の樹脂部材 であ る。 第 1 化粧枠 3



0 1 は、第 1 直進枠 1 1 0 の外周 を覆 う円筒状の板金部材である。

[0014] 2 . 第 2 移動鏡筒部 2 2

第 2 移動鏡筒部 2 2 は、第 2 直進枠 1 2 0 、第 2 回転枠 2 2 0 、第 3 直進

枠 1 3 0 、第 2 レンズ群枠 3 2 0 、第 2 レンズ群 L 2 、第 3 レンズ群枠 3 3

0 、第 3 レンズ群 L 3 、 シ ャ ッター枠 3 3 5 および第 2 化粧枠 3 0 2 を有す

る。

第 2 直進枠 1 2 0 は、第 1 回転枠 2 0 の径方向内側 に配置 される円筒状

の樹脂部材である。第 2 回転枠 2 2 0 は、第 2 直進枠 1 2 0 の径方向内側 に

配置 される円筒状の樹脂部材である。第 3 直進枠 1 3 0 は、第 2 回転枠 2 2

0 の径方向内側 に配置 される円筒状の樹脂部材である。第 2 レンズ群枠 3 2

0 は、第 3 直進枠 1 3 0 の径方向内側 に配置 されてお り、 ズーム用の第 2 レ

ンズ群 L 2 を支持する。第 3 レンズ群枠 3 3 0 は、 シャッター枠 3 3 5 に収

容 され、像ぶれ補正用の第 3 レンズ群 L 3 を支持する。第 3 レンズ群枠 3 3

0 は、径方向において揺動 自在 にシャッター枠 3 3 5 によって支持 されてお

り、第 3 レンズ群 L 3 とともに像ぶれ補正機構 を構成 している。 シャッター

枠 3 3 5 は、第 3 直進枠 1 3 0 の径方向内側 に配置 されてお り、 シャッター

機構 を内蔵する。 シャッター枠 3 3 5 は、第 3 レンズ群枠 3 3 0 を径方向に

おいて揺動 自在 に支持する。 シャッター枠 3 3 5 には、制御用 フ レキシブル

配線 3 3 5 a が接続 されている。制御用 フ レキシブル配線 3 3 5 a は、固定

枠 1 0 0 の内周面 に沿 って配置 され、図示 しない制御装置 に接続 されている

。制御用 フ レキシプル配線 3 3 5 a は、後述するシャツタ一機構や像ぶれ補

正機構 に制御信号 を伝達する。第 2 化粧枠 3 0 2 は、第 2 直進枠 1 2 0 の外

周 を覆 う円筒状の板金部材である。

[001 5] 3 . 第 3 移動鏡筒部 2 3

第 3 移動鏡筒部 2 3 は、第 1 レンズ群枠 3 1 0 、第 1 レンズ群 L および

第 3 化粧枠 3 0 3 を有する。

第 1 レンズ群枠 3 0 は、第 2 直進枠 1 2 0 と第 2 回転枠 2 2 0 との間に

配置 される。第 1 レンズ群枠 3 0 は、 レンズ鏡筒 2 0 内に光 を取 り込むた



めの第 1 レンズ群 L 1 を支持 す る。 第 3 化粧枠 3 0 3 は、 第 1 レンズ群枠 3

1 0 の外周 を覆 う円筒状 の板金部材 であ る。

[001 6] 4 . 固定鏡筒部 2 4

固定鏡筒部 2 4 は、 固定枠 1 0 0 、 第 4 レンズ群枠 3 4 0 、 第 4 レンズ群

L 4 、 ズ一厶モ一 タ 2 4 1 、 ズ一厶ギア 2 4 2 、 フ才一 カスモ一 タ 2 4 3 、

マスタ一 フラ ンジ 2 4 4 、撮像素子 2 4 5 お よび撮像素子 フ レキシ プル配線

2 4 5 a を有 す る。

固定枠 1 0 0 は、 第 1 直進枠 1 1 0 お よび第 1 回転枠 2 0 の径方 向外側

に配置 され る円筒状 の樹脂部材 であ る。 第 4 レンズ群枠 3 4 0 は、 マスタ一

フラ ンジ 2 4 4 に取 り付 け られ、 フ ォー カスモー タ 2 4 3 によ って光軸方 向

に駆動 され る。 第 4 レンズ群枠 3 4 0 は、 フォー カス調整 用の第 4 レンズ群

L 4 を支持 す る。

[001 7] ズームモー タ 2 4 1 は、 第 1 乃至第 3 移動鏡筒部 2 1 ~ 2 3 を繰 り出すた

めの駆動源 であ り、 固定枠 1 0 0 の側面 に取 り付 け られ る。 ズームギア 2 4

2 は、 ズームモー タ 2 4 の駆動力 を第 1 回転枠 2 0 に伝達 す る。 ズーム

ギア 2 4 2 の前端 は、 固定枠 1 0 0 によ って支持 され、 ズームギア 2 4 2 の

後端 は、 マスタ一 フラ ンジ 2 4 4 によ って支持 され る。 フォー カスモー タ 2

4 3 は、 第 4 レンズ群枠 3 4 0 を光軸方 向 に駆動 す るための駆動源 であ り、

マスタ一 フラ ンジ 2 4 4 に取 り付 け られ る。 マスタ一 フラ ンジ 2 4 4 は、 固

定枠 1 0 0 の後方 を覆 う板状 の樹脂部材 であ る。撮像素子 2 4 5 は、 マスタ

— フラ ンジ 2 4 4 の 中央 に嵌め込 まれ る。撮像素子 フ レキシ ブル配線 2 4 5

a は、 マスタ一 フラ ンジ 2 4 4 の後面 に貼 り付 け られ る。撮像素子 フ レキシ

プル配線 2 4 5 a は、 図示 しない制御装置 に接続 されてお り、撮像素子 2 4

5 か らの信号 を伝達 す る。

[001 8] 〈 各枠 の構成 〉

以下 において、 レンズ鏡筒 2 0 を構成 す る枠 について、 図面 を参照 しなが

ら説 明す る。具体 的 には、 固定枠 1 0 0 、 第 1 直進枠 1 1 0 、 第 1 回転枠 2

0 、 第 2 直進枠 1 2 0 、 第 2 回転枠 2 2 0 、 第 3 直進枠 1 3 0 、 第 1 レ ン



ズ群枠 3 1 0 、第 2 レンズ群枠 3 2 0 およびシャッター枠 3 3 5 の構成 につ

いて順次説明 した後 に、枠 どう しの係合状態 について説明する。

[001 9] . 固定枠 1 0 0 の構成

図 4 は、固定枠 1 0 0 の斜視図である。

固定枠 1 0 0 は、固定枠本体 1 0 1 と、 ズームギア支持部 1 0 2 と、 を有

する。

固定枠本体 1 0 1 は、 円筒状 に形成 され、 内周面 1 0 0 S と外周面 1 0 0

T を有する。

前支持部 1 0 2 は、外周面 1 0 0 T か ら突出するように設 け られる。前支

持部 1 0 2 は、 ズ一厶ギア 2 4 2 の前端 を回転 自在 に支持する。本実施形態

において、前支持部 1 0 2 は、前板 1 1 によって覆われるため、筐体 1 0 の

外部 に露出 しない （図 1 参照）。なお、 ズームギア 2 4 2 の歯部 は、固定枠

本体 1 0 1 の内側 に突出 している。

[0020] また、固定枠 1 0 0 は、 5 本の直進溝 a と、 3 本のカム溝 b と、 を有

する。ただ し、図 4 では、 3 本の直進溝 a と 2 本のカム溝 b が図示 され

ている。

5 本の直進溝 a は、光軸方向に沿 って内周面 1 0 O S に形成 されてお り

、周方向において適宜間隔をあけて配置 される。

3 本のカム溝 b 1 は、光軸方向 と交差するように内周面 1 0 O S に形成 さ

れ、周方向において略等 ピッチで配置 される。

[0021 ] 2 . 第 1 直進枠 1 1 0 の構成

図 5 は、第 1 直進枠 1 1 0 の斜視図である。

第 1 直進枠 1 1 0 は、直進枠本体 1 1 1 と、 5 つの直進突起 A 1 と、 3 本

の直進溝 a 2 と、 ノく ョ ネ ッ ト溝 e 1 と、 ノく ョ ネ ッ ト突起 E 0 と、 を有する。

直進枠本体 1 1 1 は、 円筒状 に形成 され、 内周面 1 1 O S と外周面 1 1 0

T を有する。

[0022] 5 つの直進突起 A 1 は、外周面 1 1 0 T の後端部 に立設 される。 5 つの直

進突起 A は、固定枠 1 0 0 の 5 本の直進溝 a に係合 される。



3 本の直進溝 a 2 は、光軸方向に沿って内周面 1 1 O S に形成される。

バヨネッ卜溝 e は、内周面 1 1 0 S の後端部において周方向に沿って円

弧状に形成される。バョネット溝 e 1 は、 3 本の直進溝 a 2 と交差 している

バョネット突起 E 0 は、内周面 1 1 0 S の前端部に配置される。バヨネッ

卜突起 E 0 は、周方向に沿って円弧状に形成される。本実施形態において、

バヨネッ卜突起 E 0 は、周方向において複数本に分断されている。

[0023] 3 . 第 1 回転枠 2 0 の構成

図 6 は、第 1 回転枠 2 0 の斜視図である。

第 1 回転枠 2 1 0 は、第 1 回転枠本体 2 と、ギア部 2 2 と、を有す

る。

第 1 回転枠本体 2 は、円筒状に形成され、内周面 2 O S と外周面 2

0 T を有する。

[0024] ギア部 2 2 は、外周面 2 0 T の後端部に立設されており、周方向に沿

つて形成される。ギア部 2 1 2 がズームギア2 4 2 に嚙合することによって

、第 1 回転枠 2 1 0 は、ズームモータ2 4 1 の駆動力によって周方向に回転

される。なお、図示 しないが、ギア部 2 1 2 は、第 1 直進枠 1 1 0 の直進突

起A 1 よりも後方に位置 している。

[0025] また、第 1 回転枠 2 1 0 は、 3 つのカムフ 才 ロアB 1 と、 3 つのバヨネッ

卜突起 E 1 と、 3 本のカム溝 b 2 と、バョネット溝 e 0 と、 3 本の貫通溝 d

と、 3 本の直進溝 a 3 と、を有する。ただ し、図 6 では、直進溝 a 3 は 1本

だけ図示されている。

3 つのカムフ 才 ロアB 1 は、外周面 2 1 0 T の後端部に立設され、周方向

において略等ピッチで配置される。 3 つのうち 2 つのカムフ才ロアB は、

ギア部 2 1 2 の両端に配置されている。 3 つのカムフ 才 ロアB 1 は、固定枠

0 0 の 3 つのカム溝 b に係合される。

[0026] バヨネッ卜突起 E は、外周面 2 0 T の後端部において周方向に沿って

形成される。バヨネッ卜突起 E 1 は、ギア部 2 2 の前方に配置される。バ



ヨネッ卜突起 E 1 は、第 1 直進枠 1 1 0 のバヨネッ卜溝 e に係合される。

本実施形態において、バヨネッ卜突起 E とバヨネッ卜溝 e とは、第 1 回

転枠 2 1 0 を第 1 直進枠 1 1 0 に回転自在に係合するためのバヨネッ卜機構

を構成 している。

[0027] 3 本のカム溝 b 2 は、内周面 2 1 0 S から外周面 2 1 0 T まで第 1 回転枠

本体 2 1 1 を貫通 している。 3 本のカム溝 b 2 は、周方向において略等ピッ

チで配置される。

バヨネッ卜溝 e Oは、外周面 2 0 T の前端部に形成される。バヨネッ卜

溝 e Oは、周方向に沿って円弧状に形成される。バョネット溝 e Oは、 3 本

のカム溝 b 2 と交差 している。バョネット溝 e Oには、ノくョ ネット突起 E O

が係合される。

[0028] 3 本の貫通溝 d は、内周面 2 1 0 S から外周面 2 1 0 T まで第 1 回転枠本

体 2 1 1 を貫通 している。 3 本の貫通溝 d は、周方向において略等ピッチで

配置される。なお、 3 本の貫通溝 d は、第 3 直進枠 1 3 0 を駆動するための

カム機構の一部として機能する。

本実施形態において、 3 本のカム溝 b 2 と3 本の貫通溝 d とは、周方向に

おいて交互に配置されている。

3 本の直進溝 a 3 は、内周面 2 1 0 S において光軸方向に沿って形成され

る。 3 本の直進溝 a 3 のうち 2 つは近接 しており、残り一つは 1 2 0 ° ~ 1

8 0 ° 離れて形成される。

[0029] 4 . 第 2 直進枠 1 2 0 の構成

図 7 は、第 2 直進枠 1 2 0 の斜視図である。

第 2 直進枠 1 2 0 は、直進枠本体 1 2 1 と、第 2 直進枠 1 2 0 は、 3 つの

直進カムフ才ロアA B 2 と、 3 本の直進溝 a 4 と、ノくョ ネット溝 e 2 と、を

有する。

直進枠本体 1 2 1 は、円筒状に形成され、内周面 1 2 0 S と外周面 1 2 0

T を有する。

[0030] 3 つの直進カムフォロアA B 2 は、外周面 1 2 0 T の後端部に立設され、



周方向において略等 ピッチで配置される。 3 つの直進カム フ 才 ロアA B 2 は

、第 1 回転枠 2 1 0 の 3 本のカム溝 b 2 に係合される。 また、 3 つの直進力

厶 フ 才 ロアA B 2 は、 3 本のカム溝 b 2 に揷通され、かつ、第 1 直進枠 1 1

0 の 3 本の直進溝 a に係合される。

[0031 ] 3 本の直進溝 a 4 は、光軸方向に沿 って内周面 1 2 0 S に形成 される。 3

本の直進溝 a 4 は、周方向において略等 ピッチで配置される。

バ ョネッ ト溝 e 2 は、周方向に沿 って内周面 1 2 0 S の後端部 に形成 され

る。ノくョ ネッ ト溝 e 2 は、 3 本の直進溝 a 4 と交差 している。

[0032] 5 . 第 2 回転枠 2 2 0 の構成

図 8 は、第 2 回転枠 2 2 0 の斜視図である。

第 2 回転枠 2 2 0 は、第 2 回転枠本体 2 2 1 と、 3 つの直進突起 A 3 と、

3 つのバ ョネッ ト突起 E 2 と、 2 本のバ ョネッ ト溝 e 3 と、 3 本のカム溝 b

3 と、 3 本のカム溝 b 4 と、 3 本のカム溝 b 5 と、 を有する。ただ し、図 8

では、 カム溝 b 3 、 カム溝 b 4 、 カム溝 b 5 が各々 2 本ずつ図示されている

第 2 回転枠本体 2 2 1 は、円筒状 に形成 され、内周面 2 2 O S と外周面 2

2 0 T を有する。

[0033] 3 つの直進突起 A 3 は、外周面 2 2 0 T の後端部 に立設され、周方向にお

いて 3 つの直進突起 A 3 のうち 2 つは近接 してお り、残 り一 つ は近接する 2

つの直進突起 A 3 か ら 1 2 0 ° 以上離れて形成 される。 3 つの直進突起 A 3

は、第 1 回転枠 2 1 0 の 3 つの直進溝 a 3 に係合される。

3 つのバ ヨネッ 卜突起 E 2 は、外周面 2 2 0 T の後端部 において周方向に

沿 って形成 される。 3 つのバ ョネッ ト突起 E 2 は、 3 つの直進突起 A 3 より

前方に配置される。バ ョネッ ト突起 E 2 は、第 2 直進枠 1 2 0 のバ ョネッ ト

溝 e 2 に係合される。本実施形態において、バ ョネッ ト突起 E 2 とバ ヨネッ

卜溝 e 2 とは、第 2 回転枠 2 2 0 を第 2 直進枠 1 2 0 に回転 自在 に係合する

ためのバ ヨネッ 卜機構 を構成 している。

[0034] 2 本のバ ョネッ ト溝 e 3 は、周方向に沿 って内周面 2 2 0 S の略中央部 に



形成される。 2 本のバョネット溝 e 3 は、互いに平行に形成される。 2 本の

バヨネッ卜溝 e 3 は、カム溝 b 4 およびカム溝 b 5 と交差する。

3 本のカム溝 b 3 は、光軸方向と交差するように外周面 2 2 0 T に形成さ

れ、周方向において略等ピッチで配置される。

カム溝 b 4 およびカム溝 b 5 は、内周面 2 2 0 S に形成される。カム溝 b

4 およびカム溝 b 5 は、互いに交差する。

[0035] 6 . 第 3 直進枠 1 3 0 の構成

図 9 は、第 3 直進枠 1 3 0 の斜視図である。

第 3 直進枠 1 3 0 は、直進枠本体 1 3 1 と、フランジ部 1 3 2 と、 3 つの

貫通突起A りと、を有する。

直進枠本体 1 3 1 は、円筒状に形成され、内周面 1 3 0 S と外周面 1 3 0

T を有する。

フランジ部 1 3 2 は、円環状に形成され、外周面 1 3 O T の後端部上に立

設されている。

[0036] 3 つの貫通突起A D は、フランジ部 1 3 2 の外側面に立設され、周方向に

おいて略等ピッチで配置される。 3 つの貫通突起A D は、第 1 回転枠 2 0

の 3 本の貫通溝 d に揷通され、かつ、第 1 直進枠 1 1 0 の 3 本の直進溝 a 2

に係合される。本実施形態において、 3 つの貫通突起A D は、第 3 直進枠 1

3 0 を駆動するためのカム機構として、 3 本の貫通溝 d とともに機能する。

[0037] また、第 3 直進枠 1 3 0 は、 2 つのバョネット突起 E 3 と、 3 つの直進溝

a 5 と、 3 つの直進溝 a 6 と、を有する。ただ し、図 9 では、バョネット突

起 E 3 は 2 つだけ図示されている。

2 つのバョネット突起 E 3 は、外周面 1 3 0 T の略中央部において周方向

に沿って形成される。 2 つのバョネット突起 E 3 は、互いに平行に形成され

る。 2 つのバョネット突起 E 3 は、第 2 回転枠 2 2 0 の 2 本のバョネット溝

e 3 に係合される。本実施形態において、バョネット突起 E 3 とバョネット

溝 e 3 とは、第 3 直進枠 1 3 0 を第 2 回転枠 2 2 0 に回転自在に係合するた

めのバヨネッ卜機構を構成 している。



[0038] 3 つの直進溝 a 5 は、内周面 1 3 0 S か ら外周面 1 3 0 T まで直進枠本体

3 を貫通 している。 3 つの直進溝 a 5 は、光軸方向に沿 って延びてお り

、周方向において略等 ピッチで配置される。

3 つの直進溝 a 6 は、内周面 1 3 O S か ら外周面 1 3 0 T まで直進枠本体

3 を貫通 している。 3 つの直進溝 a 6 は、光軸方向に沿 って延びてお り

、周方向において略等 ピッチで配置される。

本実施形態において、 3 つの直進溝 a 5 と 3 つの直進溝 a 6 とは、周方向

において交互に配置されている。

[0039] 7 . 第 1 レンズ群枠 3 0 の構成

図 1 0 は、第 1 レンズ群枠 3 0 の斜視図である。

第 1 レンズ群枠 3 1 0 は、第 1 レンズ群枠本体 3 と、 3 つの直進突起

A 4 と、 3 つのカム突起 B 3 と、 を有する。

[0040] 第 1 レンズ群枠本体 3 は、円筒状 に形成 され、内周面 3 O S と外周

面 3 0 T を有する。第 1 レンズ群枠本体 3 には、後方に向かって突出

する 3 つの突出部 3 a が形成 されている。

3 つの直進突起 A 4 は、突出部 3 a の外周面 3 0 T に立設され、周

方向において略等 ピッチで配置される。 3 つの直進突起 A 4 は、第 2 直進枠

1 2 0 の 3 本の直進溝 a 4 に係合される。

[0041 ] 3 つのカム突起 B 3 は、突出部 3 a の内周面 3 O S に立設され、周

方向において略等 ピッチで配置される。 3 つのカム突起 B 3 は、第 2 回転枠

2 2 0 の 3 本のカム溝 b 3 に係合される。

本実施形態において、 3 つの直進突起 A 4 と 3 つのカム突起 B 3 とは、突

出部 3 a を挟んで略反対に配置されている。

[0042] 8 . 第 2 レンズ群枠 3 2 0 の構成

図 1 1 は、第 2 レンズ群枠 3 2 0 の斜視図である。

第 2 レンズ群枠 3 2 0 は、第 2 レンズ群枠本体 3 2 1 と、 3 つの直進突起

A 5 と、 3 つのカム突起 B 4 と、 を有する。

第 2 レンズ群枠本体 3 2 1 は、 コップ状 に形成 され、外周面 3 2 0 T を有



する。

[0043] 3 つの直進突起A 5 は、外周面 3 2 0 T の後端部上に形成され、周方向に

おいて略等ピッチで配置される。 3 つの直進突起A 5 は、第 3 直進枠 1 3 0

の 3 本の直進溝 a 5 に係合される。

3 つのカム突起 B 4 は、 3 つの直進突起A 5 上に形成される。 3 つのカム

突起 B 4 は、第 2 回転枠 2 2 0 の 3 本のカム溝 b 4 に係合される。

[0044] 9 . 第 3 レンズ群枠 3 3 0 の構成

図 1 2 では、シャッター枠 3 3 5 の内部に第 3 レンズ群枠 3 3 0 が収容さ

れた状態が図示されている。図 1 2 を用いて、第 3 レンズ群枠 3 3 0 の構成

を説明する。

第 3 レンズ群枠 3 3 0 すなわち0 I S ( O p t i c a l I m a g e S

t a b i I i z e r ) ュニッ卜は、主に、 0 I S 枠 4 0 0 と、退避 レンズ枠

4 0 1 と、像ぶれ補正用の第 3 レンズ群 L 3 と、を有 している。

[0045] 0 I S 枠 4 0 0 は、シャッター枠 3 3 5 に装着されている。具体的には、

0 I S 枠 4 0 0 は、光軸と垂直な面内で移動可能である。より具体的には、

図示 しないマグネッ卜が、 0 I S 枠 4 0 0 に固定されており、図示 しないコ

ィルが、マグネッ卜に対向する位置においてシャッター枠 3 3 5 に固定され

ている。この状態において、電力が、図示 しないカメラ回路からシャッター

枠のコイルに供給されると、コイルに電流が流れ磁界が発生する。この磁界

によって0 I S 枠 4 0 0 のマグネッ卜が駆動され、この駆動力により0 I S

枠 4 0 0 が光軸と垂直な面内で移動する。

[0046] 退避 レンズ枠 4 0 は、光軸と略平行な退避軸回りに移動可能に、 0 I S

枠 4 0 0 に保持されている。退避 レンズ枠 4 0 1 は、第 3 レンズ群 L 3 が像

ぶれ補正を実行可能な補正可能位置 （第 1姿勢）から、第 3 レンズ群 L 3 が

光軸から退避 した退避位置 （第 2 姿勢）へと、その位置を変更可能である。

退避 レンズ枠 4 0 は、少なくとも 1 つのレンズから構成される第 3 レンズ

群 L 3 を、保持 している。

[0047] 1 0 . シャツタ一枠 3 3 5 の構成



続いて、図 1 2 を参照 しなが ら、シャッター枠 3 3 5 の構成 について説明

する。

シャッター枠 3 3 5 は、シャッター枠本体 3 3 6 と、 3 つの直進突起 A 6

と、 3 つのカム突起 B 5 と、 を有する。

シャッター枠本体 3 3 6 は、円筒状 に形成 され、外周面 3 3 5 T を有する

[0048] 3 つの直進突起 A 6 は、外周面 3 3 5 T 上 に形成 され、周方向において略

等 ピッチで配置される。 3 つの直進突起 A 6 は、第 3 直進枠 1 3 0 の 3 本の

直進溝 a 6 に係合される。

3 つのカム突起 B 5 は、 3 つの直進突起 A 6 の前端部 に立設される。 3 つ

のカム突起 B 5 は、第 2 回転枠 2 2 0 の 3 本のカム溝 b 5 に係合される。

[0049] . 枠 どう しの係合

図 1 3 乃至図 1 5 は、 レンズ鏡筒 2 0 の断面図である。ただ し、図 1 3 乃

至図 1 5 は、光軸 A X を通る複数の切断面が組み合わされた模式図である。

なお、図 1 3 では、 レンズ鏡筒 2 0 の沈胴状態が図示され、図 1 4 では、 レ

ンズ鏡筒 2 0 のワイ ド状態が図示され、図 1 5 では、 レンズ鏡筒 2 0 のテ レ

状態が図示されている。本実施形態において、デジタルカメラ 1 の撮影可能

状態 とは、 レンズ鏡筒 2 0 のワイ ド状態か らテ レ状態 までの状態を意味する

[0050] 第 1 回転枠 2 1 0 のギア部 2 1 2 は、ズームギア 2 4 2 に嚙合される （不

図示）。第 1 回転枠 2 1 0 のカムフ才ロア B 1 は、固定枠 1 0 0 のカム溝 b

に係合される。従 って、第 1 回転枠 2 0 は、ズームモータ 2 4 の駆動

力によって周方向に回転 しなが ら光軸方向に移動可能である。

第 1 直進枠 1 1 0 の直進突起 A は、固定枠 1 0 0 の直進溝 a に係合さ

れる。第 1 直進枠 1 1 0 のバ ヨネッ 卜溝 e には、第 1 回転枠 2 0 のバ ョ

ネッ 卜突起 E が係合される。従 って、第 1 直進枠 1 1 0 は、第 1 回転枠 2

1 0 とともに光軸方向に直進可能である。

[0051 ] 第 2 直進枠 1 2 0 の直進カムフォロアA B 2 は、第 1 回転枠 2 1 0 のカム



溝 b 2 に揷通され、かつ、第 1 直進枠 1 1 0 の直進溝 a 2 に係合される。従

つて、第 2 直進枠 1 2 0 は、第 1 回転枠 2 1 0 の回転に応 じて、光軸方向に

直進可能である。

第 2 回転枠 2 2 0 の直進突起A 3 は、第 1 回転枠 2 0 の直進溝 a 3 に係

合される。また、第 2 回転枠 2 2 0 のバョネット突起 E 2 は、第 2 直進枠 1

2 0 のバョネット溝 e 2 に係合される。従って、第 2 回転枠 2 2 0 は、第 1

回転枠 2 0 とともに周方向に回転 しながら、第 2 直進枠 1 2 0 とともに光

軸方向に移動可能である。

[0052] 第 3 直進枠 1 3 0 の貫通突起A D は、第 1 回転枠 2 1 0 の貫通溝 d に揷通

され、かつ、第 1 直進枠 1 1 0 の直進溝 a 2 に係合される。また、第 3 直進

枠 1 3 0 のバヨネッ卜突起 E 3 は、第 2 回転枠 2 2 0 のバヨネッ卜溝 e 3 に

係合される。従って、第 3 直進枠 1 3 0 は、第 2 回転枠 2 2 0 の回転に応 じ

て光軸方向に直進可能である。

第 1 レンズ群枠 3 0 の直進突起A 4 は、第 2 直進枠 1 2 0 の直進溝 a 4

に係合される。また、第 1 レンズ群枠 3 0 のカム突起 B 3 は、第 2 回転枠

2 2 0 のカム溝 b 3 に係合される。従って、第 1 レンズ群枠 3 1 0 は、第 2

回転枠 2 2 0 の回転に応 じて、光軸方向に直進可能である。

[0053] 第 2 レンズ群枠 3 2 0 の直進突起A 5 は、第 3 直進枠 1 3 0 の直進溝 a 5

に係合される。また、第 2 レンズ群枠 3 2 0 のカム突起 B 4 は、第 2 回転枠

2 2 0 のカム溝 b 4 に係合される。従って、第 2 レンズ群枠 3 2 0 は、第 2

回転枠 2 2 0 の回転に応 じて、光軸方向に直進可能である。

シャッター枠 3 3 5 の直進突起A 6 は、第 3 直進枠 1 3 0 の直進溝 a 6 に

係合される。また、シャッター枠 3 3 5 のカム突起 B 5 は、第 2 回転枠 2 2

0 のカム溝 b 5 に係合される。従って、シャッター枠 3 3 5 は、第 2 回転枠

2 2 0 の回転に応 じて、光軸方向に直進可能である。

[0054] シャッター枠 3 3 5 には、第 3 レンズ群枠 3 3 0 が装着されており、シャ

ッタ一枠 3 3 5 が第 3 直進枠 1 3 0 に対 して光軸方向に直進すると、第 3 レ

ンズ群枠 3 3 0 の退避 レンズ枠 4 0 が、図示 しない退避機構によって回動



させられる。これにより、沈胴状態から撮影可能状態に移行する際には、退

避 レンズ枠 4 0 1 は、退避位置から補正可能位置へと移動する。また、撮影

可能状態から沈胴状態に移行する際には、退避 レンズ枠 4 0 1 は、補正可能

位置から退避位置へと移動する。退避 レンズ枠 4 0 1 が補正可能位置に配置

された場合、第 3 レンズ群L3 は、光軸と垂直な面内で移動可能である。すな

わち、この状態では、像ぶれ補正が可能である。

[0055] 以上のように、ズームモータ2 4 1 の駆動力による第 1 回転枠 2 1 0 およ

び第 2 回転枠 2 2 0 の回転によって、第 1乃至第 3 直進枠 1 1 0 ~ 1 3 0 と

各 レンズ群枠 3 1 0 ，3 2 0 , 3 3 5 の直進が実現されている。

[0056] . 遮光部材

次に、図面を参照 しながら、第 1乃至第 3 移動鏡筒部 2 1 ~ 2 3 どうしの

間に配置される遮光部材について説明する。図 1 6 は、図 1 5 の領域 Rの拡

大図である。

[0057] 図 1 6 に示すように、デジタルカメラ 1 は、第 1遮光部材 5 1 0 及び第 2

遮光部材 5 2 0 を備える。

第 1遮光部材 5 1 0 は、第 1移動鏡筒部 2 及び第 2 移動鏡筒部 2 2 の間

に配置される環状部材である。第 1遮光部材 5 0 は、第 1移動鏡筒部 2

と第 2 移動鏡筒部 2 の隙間から外光が内部に入射することを抑制する。具

体的に、第 1遮光部材 5 1 0 は、第 1 回転枠 2 1 0 と、第 1 直進枠 1 1 0 に

接着固定された第 1化粧枠 3 0 1 のうち第 1 回転枠 2 0 の前方を覆う前方

被覆部 3 0 a と、の間に配置される。すなわち、第 1遮光部材 5 0 は、

第 1 回転枠 2 0 の前端面 2 O R と、前方被覆部 3 0 a の後面 3 0 R

と、に挟まれている。また、第 1 回転枠 2 0 の前端面 2 O R における径

方向外側には、光軸方向へ立設された側面 2 1 0 Uが形成されている。その

ため、第 1遮光部材 5 0 は、径方向への位置を規制されている。そして、

第 1遮光部材 5 1 0 は、第 2 化粧枠 3 0 2 の外周に嵌まっている。そのため

、第 2 化粧枠 3 0 2 が繰 り出す際には、第 1遮光部材 5 1 0 は、第 2 化粧枠

3 0 2 の外周との接触摩擦により、前方被覆部 3 0 1 a の後面 3 0 1 R に当



接され、第 2 化粧枠 3 0 2 が収納される際には、第 1 回転枠 2 1 0 の前端面

2 1 O R に当接される。つまり、第 1遮光部材 5 1 0 は、第 2 化粧枠 3 0 2

の外周と常に接触若 しくは断続的に接触又は小さな隙間を維持 したまま、前

方被覆部 3 0 a の後面 3 0 R と、第 1 回転枠 2 0 の前端面 2 O R と

の間の隙間をわずかに移動する。よって、第 1遮光部材 5 1 0 は、第 1移動

鏡筒部 2 と第 2 移動鏡筒部 2 2 との隙間から外光が内部に入射することを

抑制する。

[0058] 第 2 遮光部材 5 2 0 は、第 2 移動鏡筒部 2 2 及び第 3 移動鏡筒部 2 3 の間

に配置される環状部材である。第 2 遮光部材 5 2 0 は、第 2 移動鏡筒部 2 2

と第 3 移動鏡筒部 2 3 の隙間から外光が内部に入射することを抑制する。具

体的に、第 2 遮光部材 5 2 0 は、第 2 直進枠 1 2 0 と、第 2 直進枠 1 2 0 に

接着固定された第 2 化粧枠 3 0 2 のうち第 2 直進枠 1 2 0 の前方を覆う前方

被覆部 3 0 2 a と、の間に配置される。すなわち、第 2 遮光部材 5 2 0 は、

第 2 直進枠 1 2 0 の前端面 1 2 0 R と、前方被覆部 3 0 2 a の後面 3 0 2 R

と、の間に配置される。第 2 遮光部材 5 2 0 は、第 3 化粧枠 3 0 3 の外周に

嵌まっており、第 3 化粧枠 3 0 3 が繰 り出す際には、第 2 遮光部材 5 2 0 は

、第 3 化粧枠 3 0 3 の外周との接触摩擦により、前方被覆部 3 0 2 a の後面

3 0 2 R に当接され、第 3 化粧枠 3 0 3 が収納される際には、第 2 直進枠 1

2 0 の前端面 1 2 O R に当接される。

[0059] ここで、第 1遮光部材 5 0 の構成について説明する。図 1 7 は、第 1遮

光部材 5 0 の拡大断面図である。なお、第 2 遮光部材 5 2 0 は、第 1遮光

部材 5 0 と同様の構成を有 しているため、第 1遮光部材 5 0 の構成につ

いてのみ説明する。

図 1 7 に示すように、第 1遮光部材 5 0 は、遮光層 5 0 と、支持層 5

0 2 と、弾性層 5 0 3 と、によって構成されている。

[0060] 遮光層 5 0 は、例えば樹脂フイルムの表面に遮光層を形成することによ

つて構成されている。遮光層 5 0 1 は、第 1 回転枠 2 0 の前端面 2 0 R

と対向するように配置されている。遮光層 5 0 1 の内径は、第 2 化粧枠 3 0



2 の外径 と略同 じか小さ くなっている。

支持層 5 0 2 は、遮光部材 5 2 0 全体の剛性 を確保するために、 P E T ( P

o Ly-Ethy Lene-Terephtha Late) 樹脂などの比較的剛性の高い、すなわち硬 く

弾性係数の大 きい、材料によって構成 されている。 P E T 層 5 0 2 は、遮光

層 5 0 1 が折れ曲が らないように、遮光層 5 0 1 を支持 している。支持層 5

0 2 は、第 1 接着層 5 0 0 a を介 して、遮光層 5 0 の前面 5 0 R側 に貼

り付けられている。

[0061 ] 弾性層 5 0 3 は、例えばネオプレンゴムなどの比較的剛性の低い、すなわ

ち柔 らか く弾性係数の小さい、材料によって構成 されている。弾性層 5 0 3

は、第 2 接着層 5 0 0 b を介 して支持層 5 0 2 の前面 5 0 2 R側 に貼 り付け

られている。弾性層 5 0 3 は、支持層 5 0 2 と第 1 化粧枠 3 0 の前方被覆

部 3 0 1 a との間に挟 まれる （図 1 6 参照）。従 って、弾性層 5 0 3 は、第

2 化粧枠 3 0 2 が繰 り出される際、前方被覆部 3 0 1 a の後面 3 0 1 R に当

接 される。

[0062] 一方、従来の遮光部材は、環状部材であ り、光軸方向後 ろ側か ら順 に、 ゴ

厶材料などの遮光層、接着層、 P E T 樹脂などの支持層が層状 に構成 されて

いた。遮光部材は内径 に嵌 まる筒が移動する際には、互いが接触 しているの

で、振動 した り、移動方向が反転 した際に揺動 した りするが、 この従来構成

であると、遮光部材が周囲の部材 と接触 し、異音が発生することがあった。

特 に、 P E T 樹脂などの支持層が周囲の部材 と接触すると、大 きな異音が発

生することがあった。

[0063] そ こで、発明者は、異音を抑制するために、遮光部材の振動の低減 または

接触部の衝撃力の低減 を考 えた。遮光部材の振動を低減するには、 ダンパー

効果のある粘性 を有 した材料で、遮光部材を構成すれば良いと考 えた。接触

部の衝撃力を抑えるには、柔 らかい、すなわち弾性係数の小さい材料で、遮

光部材を構成すれば良いと考 えた。

支持層は、比較的粘性が小さ く、弾性係数の大 きい材料なので、振動を抑

制するダンバ一効果も小さ く、衝撃力を抑制 しに くい。そのため、従来の構



成の遮光部材を用いると、ズーム中に遮光部材の振動又は揺動による異音が

発生することがあった。

[0064] —方、支持層を遮光層と同じような、ダンバ一効果のある粘性を有 し、か

つ、柔らかい即ち弾性係数の小さい材料で構成すると、遮光部材の振動又は

揺動は抑制できる。 しかし、遮光部材全体が柔らかくなつてしまうため、ズ

ー厶中に遮光部材が化粧枠との接触摩擦により、化粧枠の隙間から外側には

み出してくることがあった。

しかしながら、実施の形態 1 において、第 1遮光部材 5 0 の弾性層 5 0

3 が、前方被覆部 3 0 1 a の後面 3 0 1 R と支持層 5 0 2 の間に配置されて

いる。すなわち、弾性係数の大きい材料で構成され支持層 5 0 2 の前後には

、遮光層 5 0 1 および弾性層 5 0 3 が接着されている。そして、遮光層 5 0

1 および弾性層 5 0 3 は、いずれも粘性を有 し、弾性係数の小さい材料で構

成されている。そのため、第 1遮光部材 5 1 0 は、ダンバ一効果があり、か

つ、接触部の衝撃力を抑えることができる。 したがって第 1遮光部材 5 0

は、支持層 5 0 2 が前方被覆部 3 0 1 a の後面 3 0 1 R と擦れることによる

異音の発生とを抑制することができる。

[0065] さらに、支持層 5 0 2 は、弾性係数の大きい材料で構成されているため、

第 1遮光部材 5 0 全体として、弾性係数の大きい状態を保つことができる

。従って、ズーム中に第 1遮光部材 5 0 が第 1化粧枠 3 0 と第 2 化粧枠

3 0 2 の隙間から外側にはみ出してくるということも抑制される。

なお、第 1遮光部材 5 0 の弾性層 5 0 3 は、支持層 5 0 2 に貼り付けら

れていなくてもよく、前方被覆部 3 0 1 a の後面 3 0 1 R に貼り付けられて

いてもよい。 しかし、弾性層 5 0 3 および遮光層 5 0 1 が支持層 5 0 2 の両

面に貼り付けられていた方が、弾性層 5 0 3 のダンバ一効果により、第 1遮

光部材 5 0 全体の振動又は揺動を抑制することができるため、好ましい。

[0066] また、遮光層 5 0 1 は、例えばネオプレンゴムなどの比較的剛性の低い、

すなわち柔らかく弾性係数の小さい、材料に遮光性を持たせたものであって

もよい。



遮光層 5 0 及び弾性層 5 0 3 の材料は、ダンバ一効果のある粘性をもち

、弾性係数の小さい材料が適 している。遮光層 5 0 及び弾性層 5 0 3 の材

料として、例えば、ゴム、発砲ポリウレタン、発砲ポリマ一など、弾性係数

が、 0 . 0 0 1 ~ 0 . 2 G p a 程度の材料を用いることができる。

[0067] 支持層 5 0 2 の材料は、遮光層 5 0 及び弾性層 5 0 3 の材料より弾性係

数の大きい材料が適 している。支持層 5 0 2 の材料として、例えば、 P E T

、 P C (Po lycarbonate) 、 P S (Po lystyrene) 、ナイロン、アクリル、ポ

リイミ ド、 アル ミ合金、鉄、ステ ンレスなど、弾性係数が、 1 . 0 ~ 5 0 0

. 0 G P a 程度の材料を用いることができる。

また、第 1遮光部材 5 0 を構成する層状部材のうち、少なくとも遮光層

5 0 の内径が、第 2 化粧枠 3 0 2 の外径と略同じか小さくなっていればよ

い。

[0068] ここで、第 1遮光部材 5 0 及び第 2 遮光部材 5 2 0 の特徴を以下に付記

しておく。

レンズ鏡筒は、

第 1枠と、

前記第 1枠の外側に配置される筒状の第 2 枠と、

前記第 2 枠の外側に配置され、前記第 2 枠の前方を覆う前方被覆部を有す

る筒状の第 3 枠と、

前記第 2 枠の前端面と、前記前方被覆部のうち前記前端面と対向する対向

面と、の間に配置され、前記第 1枠の外周に取り付けられた環状の遮光部材

と、

を備え、

前記遮光部材は、

前記第 2 枠の前記前端面と対向する遮光層と、

前記遮光層の前記対向面側に貼り付けられる支持層と、

前記支持層と前記対向面との間に配置される弾性層と、

を含み、



遮光層および弾性層は、支持層より弾性係数が小さい。

[0069] 〈 レンズ鏡筒 2 0 の組立て方法 〉

以下において、 レンズ鏡筒 2 0 の組立て方法について説明する。

まず、第 2 回転枠 2 2 0 の後方か ら第 3 直進枠 1 3 0 を挿入する。続いて

、第 3 直進枠 1 3 0 を周方向に回転 させてテ レ状態にする。

次に、第 3 直進枠 1 3 0 の後方か ら第 2 レンズ群枠 3 2 0 を挿入する。

次に、 0 I S 枠 4 0 0 の前方か ら退避 レンズ枠 4 0 1 を揷入 し、退避 レン

ズ枠 4 0 1 に 0 I S 枠 4 0 0 を回動可能に取 り付ける。

[0070] 次 に、シャッター枠 3 3 5 の前方か ら0 I S 枠 4 0 0 を揷入する。

次に、第 3 直進枠 1 3 0 の後方か らシャッター枠 3 3 5 を揷入する。

続いて、第 2 レンズ群枠 3 2 0 を周方向に回転 させて沈胴状態にする。

次に、第 1 レンズ群枠 3 1 0 の後方か ら第 2 回転枠 2 2 0 を挿入する。

次に、第 1 レンズ群枠 3 0 の前方か ら第 2 直進枠 1 2 0 を被せる。

[0071 ] 次 に、第 1 直進枠 1 1 0 の後方か ら第 1 回転枠 2 0 を揷入する。続いて

、第 1 回転枠 2 1 0 の後方か ら第 2 直進枠 1 2 0 を挿入する。

次に、固定枠 1 0 0 の後方か ら第 1 直進枠 1 1 0 を揷入する。

最後 に、各枠 を回転 させることによって沈胴状態にする。

[0072] 〈 作用及び効果 〉

( 1 ) レンズ鏡筒 2 0 は、円筒状の固定枠 1 0 0 と、円筒状の第 1 直進枠

1 1 0 と、円筒状の第 1 回転枠 2 0 と、円筒状の第 2 直進枠 1 2 0 と、第

2 回転枠 2 2 0 と、第 3 直進枠 1 3 0 と、 を備える。

固定枠 1 0 0 は、内周面 1 0 0 S に形成 される直進溝 a 1 (第 1 直進溝の

—例） とカム溝 b 1 (第 1 カム溝の一例） とを有する。

[0073] 第 1 直進枠 1 1 0 は、固定枠 1 0 0 の径方向内側 に配置される。第 1 直進

枠 1 1 0 は、外周面 1 1 0 T に形成 され、直進溝 a に係合される直進突起

A (第 1 直進突起の一例） と、内周面 1 1 0 S に形成 される直進溝 a 2 (

第 2 直進溝の一例） と、 を有する。

第 1 回転枠 2 0 は、第 1 直進枠 1 1 0 の径方向内側 に配置される。第 1



回転枠 2 0 は、外周面 2 O T に形成され、カム溝 b 1 に係合されるカム

フ才ロアB 1 (第 1 カムフ才ロアの一例）と、内周面 2 1 0 S から外周面 2

O T まで第 1 回転枠本体 2 を貫通するカム溝 b 2 (第 2 カム溝の一例

) と、内周面 2 0 S から外周面 2 0 T まで第 1 回転枠本体 2 を貫通

する貫通溝 d と、内周面 2 1 0 S に形成される直進溝 b 3 (第 3 直進溝の一

例）と、を有する。

[0074] 第 2 直進枠 1 2 0 は、第 1 回転枠 2 0 の径方向内側に配置される。

第 2 回転枠 2 2 0 は、第 2 直進枠 1 2 0 の径方向内側に配置される。第 2

回転枠 2 2 0 は、第 2 直進枠 1 2 0 とバヨネッ卜機構 （バヨネッ卜突起 E 2

とバョネット溝 e 2 、第 1バョネット機構の一例）により係合される。第 2

回転枠 2 2 0 は、外周面 2 2 0 T に直進溝 a 3 と係合される直進突起A 3 (

第 2 直進突起の一例）を有する。

[0075] 第 3 直進枠 1 3 0 は、第 2 回転枠 2 2 0 の径方向内側に配置される。第 3

直進枠 1 3 0 は、第 2 回転枠 2 2 0 とバヨネッ卜機構 （バヨネッ卜突起 E 3

とバョネット溝 e 3 、第 2 バョネット機構の一例）により係合される。

第 2 直進枠 1 2 0 は、外周面 1 2 0 T に形成され、第 1 回転枠 2 0 の力

厶溝 b 2 を介 して第 1 直進枠 1 1 0 の直進溝 a 2 と係合される直進カムフ才

ロアA B 2 (直進カムフォロアの一例）を有する。

[0076] 第 3 直進枠 1 3 0 は、外周面 1 3 0 T に形成され、第 1 回転枠 2 1 0 の貫

通溝 d を介 して第 1 直進枠 1 1 0 の直進溝 a 2 と係合される貫通突起A D (

第 3 直進突起の一例）を有する。

このように、第 1 回転枠 2 0 の外側に第 1 直進枠 1 1 0 が配置されてい

るので、第 1 回転枠 2 1 0 のカムフ才ロア B 1 を第 1 直進枠 1 1 0 の第 1 直

進突起A より光軸方向後ろ側に配置できる。そのため、第 1 直進枠 1 1 0

の外側に第 1 回転枠 2 0 が配置される場合に比べて、 レンズ鏡筒 2 0 の光

軸方向における全長を大きくすることなく、第 1 回転枠 2 0 のカムフ才ロ

ァB と係合する固定枠 1 0 0 の第 1 直進溝 a の光軸方向前側端部の壁を

分厚 くすることができる。従って、第 1 回転枠 2 0 の固定枠 1 0 0 に対す



る移動量を維持 しつつ、すなわちズーム倍率 を維持 しつつ、 レンズ鏡筒 2 0

をコンパ ク 卜化できるとともに、落下等の外力に対する強度 を向上させるこ

とができる。

[0077] また、第 1 回転枠 2 0 のギア部 2 1 2 を第 1 直進枠 1 1 0 の直進突起 A

1 の後方に配置できるので、図 1 に示すとお り、筐体 1 0 か ら固定枠 1 0 0

の前支持部 1 0 2 が突出することを抑制できる。従 って、 カメラのデザイン

性 も向上できる。

さらに、第 2 直進枠 1 2 0 および第 3 直進枠 1 3 0 それぞれは、第 1 直進

枠 1 1 0 に対 して互いに独立 して直進ガイ ドされている。そのため、第 2 直

進枠 1 2 0 と第 3 直進枠 1 3 0 を光軸方向に係止することで互いの相対回転

を抑止する場合に比べて、第 2 回転枠 2 2 0 の回転角を大 きくすることがで

きる。その結果、 コンパ ク トな レンズ鏡筒 2 0 においてズーム倍率 をより高

めることができる。

[0078] ( 2 ) また、本実施形態では、貫通溝 d と貫通突起 A D とは、 カム機構 に

より係合されている。従 って、第 3 直進枠 1 3 0 に加え られる外力を、貫通

溝 d に係合された貫通突起 A D で受けることができるので、第 3 直進枠 1 3

0 と第 2 回転枠 2 2 0 との連結 を強固することができる。

[0079] 〈 その他の実施形態 〉

( A ) 上記実施形態において、貫通溝 d と貫通突起 A D とは、 カム機構 に

より係合されることと したが、 これに限 られるものではない。例えば、貫通

突起 A D は貫通溝 d の内側面か ら離間 してお り、貫通突起 A D は貫通溝 d に

揷通されているだけにすぎな くてもよい。

[0080] ( B ) 上記実施形態において、第 2 直線枠 1 2 0 が直進カムフ ォロアA B

を有することと したが、第 2 直線枠 1 2 0 に代えて第 3 直線枠 1 3 0 が直

進カムフ 才ロアA B 2 を有 していてもよい。 この場合には、第 3 直線枠 1 3

0 に代えて第 2 直線枠 1 2 0 が貫通突起 A D を有 していればよい。

[0081 ] ( C ) 上記実施形態において、 レンズ鏡筒 2 0 は、 3 段沈胴式であること

と したが、 これに限 られるものではない。 レンズ鏡筒 2 0 は、 4 段以上の沈



胴式であってもよい。

[0082] ( D ) 上記実施形態では、 2 つの枠のうち一方の枠にカム溝 b が形成され

、他方の枠にカム突起 B が形成されているが、これに限られるものではない

。 2 つの枠のうち一方の枠にカム突起 B が形成され、他方の枠にカム溝 b が

形成されていてもよい。また、 2 つの枠のそれぞれにカム溝 b とカム突起 B

とが形成されていてもよい。

[0083] ( E ) 上記実施形態では、 2 つの枠のうち一方の枠に直進溝 a が形成され

、他方の枠に直進突起A が形成されているが、これに限られるものではない

。 2 つの枠のうち一方の枠に直進突起A が形成され、他方の枠に直進溝 a が

形成されていてもよい。また、 2 つの枠のそれぞれに直進溝 a と直進突起A

とが形成されていてもよい。

[0084] ( F ) 上記実施形態では、 2 つの枠のうち一方の枠にバョネット溝 e が形

成され、他方の枠にバョネット突起 E が形成されているが、これに限られる

ものではない。 2 つの枠のうち一方の枠にバョネット突起 E が形成され、他

方の枠にバョネット溝 e が形成されていてもよい。また、 2 つの枠のそれぞ

れにバヨネッ卜溝 e とバヨネッ卜突起 E とが形成されていてもよい。

[0085] ( G ) 上記実施形態では、第 3 レンズ群枠 3 3 0 が沈胴状態において第 2

レンズ群枠 3 2 0 の側方に退避することとしたが、これに限られるものでは

ない。第 3 レンズ群枠 3 3 0 は、沈胴状態において第 2 レンズ群枠 3 2 0 の

後方に配置されてもよい。

産業上の利用可能性

[0086] ここに開示された技術によれば、コンパク 卜化可能なレンズ鏡筒を提供す

ることができるので、例えば、カメラ、カメラ付き携帯電話、カメラ付きポ

- タプル端末等に適用できる。

符号の説明

[0087] デジタルカメラ

0 筐体

2 0 レンズ鏡筒



2 1 第 1 移動鏡筒部

2 2 第 2 移動鏡筒部

2 3 第 3 移動鏡筒部

2 4 固定鏡筒部

1 0 0 固定枠

1 0 第 1 直進枠

1 2 0 第 2 直進枠

1 3 0 第 3 直進枠

2 0 第 1 回転枠

2 ギア部

2 2 0 第 2 回転枠

2 4 ズ一厶 モ 一 タ

2 4 2 ズ一厶 ギア

3 0 第 1 レンズ群枠

3 2 0 第 2 レンズ群枠

3 3 0 第 3 レンズ群枠

3 3 5 シ ャ ッタ一枠

a a 6 直進ミ苒

A ， A 3 A 6 直進突起

b 〜 b 5 カム溝

B , B 3 B 5 カム フ ォ ロア

A B 2 直進 カム フ 才 ロア

d 貝 通 溝

A D 貫通突起

e 〜 e 3 バ ヨネッ 卜溝

E E 3 バ ヨネ ッ 卜突起



請求の範囲

[ 請求項 1] 内周面 に第 1 直進溝 と第 1 カム溝 とを有する円筒状の固定枠 と、

前記固定枠の径方向内側 に配置 され、かつ、外周面 に前記第 1 直進

溝 に係合 される第 1 直進突起 と内周面 に第 2 直進溝 とを有する円筒状

の第 1 直進枠 と、

前記第 1 直進枠の径方向内側 に配置 され、かつ、外周面 に前記第 1

カム溝 に係合 される第 1 カム フ 才 ロアと内周面か ら外周面 にそれぞれ

貫通 した第 2 カム溝 および貫通溝 と内周面 に第 3 直進溝 とを有する円

筒状の第 1 回転枠 と、

前記第 1 回転枠の径方向内側 に配置 される円筒状の第 2 直進枠 と、

前記第 2 直進枠の径方向内側で前記第 2 直進枠 と第 1 バ ヨネ ッ 卜機

構 によ り係合 され、かつ、外周面 に前記第 3 直進溝 と係合 される第 2

直進突起 を有する円筒状の第 2 回転枠 と、

前記第 2 回転枠の径方向内側で前記第 2 回転枠 と第 2 バ ヨネ ッ 卜機

構 によ り係合 される円筒状の第 3 直進枠 と、

を備 え、

前記第 2 直進枠 または前記第 3 直進枠の一方は、外周面 に前記第 2

カム溝 を介 して前記第 2 直進溝 と係合 される直進 カム フ ォ ロアを有 し

前記第 2 直進枠 または前記第 3 直進枠の他方は、外周面 に前記貫通

溝 を介 して前記第 2 直進溝 と係合 される第 3 直進突起 を有する、

レンズ鏡筒。

[ 請求項 2 ] 前記貫通溝 と前記第 3 直進突起 とは、 力厶機構 によ り係合 されてい

る、

請求項 1 に記載の レンズ鏡筒。

[ 請求項 3 ] 第 1 枠 と、

前記第 1 枠 の外側 に配置 される筒状の第 2 枠 と、

前記第 2 枠 の外側 に配置 され、前記第 2 枠 の前方 を覆 う前方被覆部



を有する筒状の第 3 枠 と、

前記第 2 枠の前端面 と、前記前方被覆部の うち前記前端面 と対向す

る対向面 と、の間に配置 され、前記第 1枠の外周 に取 り付 け られた環

状の遮光部材 と、

を備 え、

前記遮光部材は、

前記第 2 枠の前記前端面 と対向する遮光層 と、

前記遮光層の前記対向面側 に貼 り付 け られる支持層 と、

前記支持層 と前記対向面 との間に配置 される弾性層 と、

を含み、

遮光層および弾性層は、支持層 よ り弾性係数が小さい、

レンズ鏡筒。





































INTERNATIONAL SEARCH REPORT International application No.

I PCT / JP2 0 1 2 / 0 0 1 8 7 7
A . CLASSIFICATION OF SUBJECT MATTER
G02B 7/0 ( 2 0 0 6 . 0 1 ) i , G02B 7 /02 ( 2 0 0 1 ) i

According to International Patent Classification (IPC) or to both national classification and IPC

B . FIELDS SEARCHED
Minimum documentation searched (classification system followed by classification symbols)
G 0 2 B 7 / 0 4 , G 0 2 B 7 / 0 2

Documentation searched other than minimum documentation to the extent that such documents are included in the fields searched
Jitsuyo Shinan Koho 1922-1 996 Jitsuyo Shinan Toroku Koho 1996-2012
Kokai Jitsuyo Shinan Koho 1 971-2012 Toroku Jitsuyo Shinan Koho 1994-2012

Electronic data base consulted during the international search (name of data base and, where practicable, search terms used)

C . DOCUMENTS CONSIDERED TO BE RELEVANT

Category* Citation of document, with indication, where appropriate, of the relevant passages Relevant to claim No.

J P 6 - 3 7 8 1 1 Y 2 (Asahi Opt i cal Co . , ：Ltd . ) ,
2 0 May 1 9 9 4 ( 2 0 . 0 5 . 1 9 9 4 ) ,
paragraph s [ 0 0 0 5 ] t o [ 0 0 1 0 ] ； fig . 1 t o 3
( ami l y ： none )

A J P 2 0 1 0 - 3 9 2 8 6 A ( Canon I n c . ) , 2
1 8 February 2 0 1 0 ( 1 8 . 0 2 . 2 0 1 0 ) ,
ent i r e text ； a l l drawings
& U S 2 0 1 0 / 0 0 3 3 8 4 3 A l & CN 1 0 1 6 4 4 8 1 4 A

A J P 2 0 1 1 - 2 1 5 2 7 9 A ( Canon I n c . ) , 2
2 7 Octobe r 2 0 1 1 ( 2 7 . 1 0 . 2 0 1 1 ) ,
ent i r e text ； a l l drawings
( a m i l y ： none )

Further documents are listed in the continuation of Box C . See patent family annex.

* Special categories of cited documents: " later document published after the international filing date or priority
"A document defining the general state of the art which i s not considered date and not in conflict with the application but cited to understand

to be of particular relevance the principle or theory underlying tiie invention

"E earlier application or patent but published on or after the international "X" document of particular relevance; the claimed invention cannot be
filing date considered novel or cannot be considered to involve an inventive

L document which may throw doubts on priority claim(s) or which i s step when the document i s taken alone
cited to establish the publication date of another citation or other "Y" document of particular relevance; the claimed invention cannot be
special reason (as specified) considered t o involve an inventive step when the document i s

"O" document referring to an oral disclosure, use, exhibnion or other means combined with one or more other such documents, such combination

"P" to the international filing date but later than being obvious to a person skilled in the art
"&" document member of the same patent family

Date of the actual completion of the international search Date of mailing of the international search report
2 1 May , 2 0 1 2 ( 2 1 . 0 . 1 2 ) 0 5 June , 2 0 1 2 ( 0 5 . 0 6 . 1 2 )

Name and mailing address of the ISA/ Authorized officer
Japane s e Patent O f f i c e

Facsimile No. Telephone No.
Form PCT/ISA/210 (second sheet) (July 2009)



INTERNATIONAL SEARCH REPORT International application No.

PCT / JP2 0 1 2 / 0 0 1 8 7 7

Box No. I I Observations where certain claims were found unsearchable (Continuation of item 2 of first sheet)

This international search report has not been established in respect of certain claims under Article 17(2)(a) for the following reasons:

. □ Claims Nos.:
because they relate to subject matter not required to be searched by this Authority, namely:

2 . □ Claims Nos.:
because they relate to parts of the international application that do not comply with the prescribed requirements to such an
extent that no meaningful international search can be carried out, specifically:

Claims Nos.:
because they are dependent claims and are not drafted in accordance with the second and third sentences of Rule 6.4(a).

Box No. Ill Observations where unity of invention i s lacking (Continuation of item 3 of first sheet)

This International Searching Authority found multiple inventions in this international application, as follows:
On account o f the f o l l owing reas o n , thi s i nternati onal appl i cat ion invo lve s

three i nventi o n s whi c h d o not compl y with the requi rement o f uni t y o f i nvent ion .
Mai n invent ion ： " c l aims 1 and 2 〃, Se cond I nventi o n : " claim 3 〃
Although the t e chni cal feature common t o the mai n i nventi o n and the s e cond

i nventi o n i s r e levant t o " l e n s barre l havi n g a plural i t y o f cyl i ndri cal frame
membe r s " , such a barrel i s a publ i cly known technique i n the fiel d o f opt i cal
devi c e s without nece s s i t y for pre sentati o n o f any d o cument s .

Con sequentl y , the above- s a i d configurat o n cannot b e cons idered t o b e a
spe c i a l techni cal feature -
( Cont inued t o ext r a sheet )

. □ A s all required additional search fees were timely paid by the applicant, this international search report covers all searchable
claims.

2 . A s all searchable claims could be searched without effort justifying additional fees, this Authority did not invite payment of
additional fees.

3 . □ A s only some of the required additional search fees were timely paid by the applicant, tms international search report covers
only those claims for which fees were paid, specifically claims Nos.:

4 . □ N o required additional search fees were timely paid by the applicant. Consequently, this international search report i
restricted to the invention first mentioned in the claims; i t i s covered by claims Nos.:

Remark on Protest The additional search fees were accompanied by the applicant's protest and, where applicable, the
payment of a protest fee.

The additional search fees were accompanied by the applicant's protest but the applicable protest
fee was not paid within the time limit specified in the invitation.

N o protest accompanied the payment of additional search fees.

Form PCT/ISA/210 (continuation of first sheet (2》（July 2009)



INTERNATIONAL SEARCH REPORT International application No.I PCT / P2012 / 001877
Conti nuat ion _of _Box _No .ェェェ_of _cont inuati on—of —f i st _sheet (2)

The r e f or e , the above- said common matte r i s not a spe ci al techni cal
feature withi n the meani ng of PCT Rule 13 . 2 , second sentence , si nce the
matte r doe s not make a cont ribution over the pri or art .

Accordi ngly , i t i s not cons idered that the r e i s a t echni cal r elati onship
i nvolvi ng one or mo r e of the same or corre spondi ng spe ci al techni cal
feature s between the ma n i nvention and the second i nventi on .

Form PCT/ISA/210 (extra sheet) (July 2009)



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 0 1 8 7 7

発 明の属す る分野の分類 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. G02B7/04 (2006. 01) i ， G02B7/02 (2006. 01) i

B . — 調査 を行った分野
調査 を行った最小限資料 （国際特許分類 （I P C ) )

Int.Cl. G02B7/04, G02B7/02

最小限資料以外の資料で調査 を行 った分野に含まれ るもの

日本国実用新案公報 9 2 2 - 1 9
日本国公 開実用新案公報 9 7 1 - 2 0
日本国実用新案登録公報 9 9 6 - 2 0
日本国登録実用新案公報 9 9 4 - 2 0

国際調査で使用 した電子デ -ス （デぃ -ス の 9名111 称 、調査 に使用 した用語 )
6222
年年年年

C . 関連す ると認 め られ る文献
引用文献の 関連す る
カ テ ゴ リー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、そ の 関連す る箇所の表示 請求項 の番号

X JP 6-37811 Y2 (旭 光学工業株式会社） 1994. 05. 20, 【0 0 0 5 】一 3

【0 0 1 0 】、図 1 — 3 (フ ァ ミリーな し）

A JP 2010-39286 Α (キヤ ノン株式会社）2010. 02. 18，全文、全 図 & US 1 、

2010/0033843 A 1 & CN 101644814 A

A JP 2011-215279 A (キャ ノン株式会社）2011. 10. 27，全文、全 図 （フ 1 、

了 ミリーな し）

Γ c 欄の続 きに も文献が列挙 されてい るc パ テ ン トフ ァ ミ リー に関す る別紙 を参照。

* 引用文献 の 日の後に公表 された文献
ΓΑ 」特 に関連のある文献ではなく、一般的技術水準 を示す 「Τ 」国際出願 日又は優先 日後 に公表 された文献であって

もの 出願 と矛盾す るものではな く、発明の原理又は理論
ΓΕ 」国際出願 日前の出願 または特許 であるが、国際出願 日 の理解 のために引用す るもの

以後 に公表 され た もの 「X 」特に関連のある文献であって、当該文献のみで発明
「L 」優先権主張に疑義 を提起す る文献又は他 の文献の発行 の新規性又は進歩性がない と考 え られ るもの

日若 しくは他 の特別 な理 由を確 立す るために引用す ΓΥ 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 に とって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭 による開示、使用、展示等に言及す る文献 よって進歩性 がない と考 え
ΓΡ 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 Γ& 」同一パ テ ン トフ ァ ミ リー 文献

国際調査 を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
2 0 5 . 2 0 1 2 0 5 . 0 6 . 2 0 1 2

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限のある職員） 2 V 4 0 8 0

日本 国特許庁 （I S A J Ρ ) 高橋 雅明
郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5

東京都千代 田区霞が関三 丁 目4 番 3 号 0 3 - 3 5 8 1 - 1 1 0 内線 3 2 7

様式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ペ ージ） （2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 0 1 8 7 7

第 Π欄 請求の範囲の一部の調査ができない ときの意見 （第 1 ページの 2 の続き）

法第 8条第3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規定によ り、 こ の 国際調査報告 は次の理 由に よ り請求の範 囲の一部 について作
成 しなかった。

1 . 請求項 は、この国際調査機 関が調査 をす ることを要 しない対象 に係 るものである。
つま り、

2 . 請求項 は、有意義な国際調査 をす ることができる程度まで所定の要件 を満
ない国際出願 の部分に係 るものである。つま り、

3 . 請求項 は、従属請求の範囲であって P C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及び第3文の規定に
従って記載 されていない。

第 欄 発明の単一性が欠如 しているときの意見 （第 1 ページの 3 の続 き）

次に述べ るよ うにこの国際出願 に二以上の発明があるとこの国際調査機 関は認 めた。
以下の理由により、この国際出願は発明の単一性の要件を満たさない 3 つの発明を含む。

主発明 ：卩請求項 1 、 2 」 、第 2 発明 ：卩請求項 3 」

主発明と第 2 発明とに共通の技術的特徴は、卩複数の筒状の枠部材を有するレンズ鏡筒」であるが、光学装置の分野におい
てそのようなものは、文献をあげるまでもなく公知の技術である。

よって、当該構成は特別な技術的特徴 とは認められない。
したがって、上記共通事項は先行技術の域を出ないから、P C T 規則 1 3 . 2 の第 2 文の意味において、この共通事項は

「特別な技術的特徴」とは認められない。
そ して、主発明と第 2 発明との間に一又は二以上の同一又は対応する特別な技術的特徴を含む技術的な関係が存在すると

は認められなレ、。

1 . 出願人が必要な追加調査手数料 をすベて期間内に納付 したの で 、 この 国際調査報告は、すべての調査可能な請求
項について作成 した。

2 . 追加調査手数料 を要求す るまでもなく、すべての調査可能な請求項について調査す ることができたので、追加調
查手数料の納付 を求めなかった。

3 . 出願人が必要な追加調査手数料 を一部のみ しか期間内に納付 しなかったの で 、 この国際調査報告は、手数料の納
付のあった次の請求項のみについて作成 した。

4 . 出願人が必要な追加調査手数料 を期間内に納付 しなかったの で 、 この 国際調査報告は、請求の範囲の最初に記載
されてい る発明に係 る次の請求項について作成 した。

追加調査手数料の異議の申立てに関す る注意
□ 追加調査手数料及び、該当す る場合には、異議 申立手数料の納付 と共に、出願人か ら異議 申立てがあった。

追加調査手数料の納付 と共に出願人か ら異議 申立てがあつたが、異議 申立手数料が納付命令書に示 した期間
内に支払われなかった。

追加調査手数料の納付はあったが、異議 申立てはなかった。

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 1 ページの続葉 （2 ) ) ( 2 0 0 9 年 7 月）
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